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＜白金標準、陰の極入りで巻き戻し相場・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

ホルムズ海峡においてイラン革命防衛隊が航行する 3隻のタンカーにミサイル攻撃を行い、

60 日間の停戦条件である自由な海峡航行を妨げた事から、米国軍はイランの軍事施設など

170ヵ所以上を空爆している。トランプ大統領は「停戦は終わった」と発言するなど、中東

における地政学的なリスクの高まりを受け、原油高：金利高の逃避の動きが強まり、7714

円まで下値を試した白金標準先物は 8401 円まで戻りを見せるも、逃避から再度 7902 円ま

で売られている。ただ NY白金で 1600ドルの抵抗を見せ、白金標準先物も 8000円の抵抗を

強めるなど、悪材料を受けるも下げ渋るなど、相場の転換を示す「陰の極入り」に近い動

きを見せている。また開催された上海プラチナウィークでは、中国市場におけるプラチナ

地金およびコイン市場が急速に拡大し、同国では 2018年にはごくわずかな規模であったが、

近年には推定 404000オンス（12.5トン）にまで成長すると見込まれており、またプリント

基板の需要拡大を通じて AIが PGMの需要を牽引している実態が挙げるなど、需要の拡大を

示す報告がなされており、需給を無視して外的なリスクだけで売り込まれた価格は、自律

反発の域に達した事から 8401円に向けて戻りを強めて来ると思われる。 

＜テクニカル＞ 

白金標準先物の日足を MACD と RCI で見た場合は、MACD では MACD が上昇し、シグナルも上

昇している。RCIでは短期が下げるも、長期は切り上げている。特に指数平滑移動平均線の

レンジが縮小しており、反発に備えるのが妥当に思える。 
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